
1 

 

 

 

① 目 的 

勾当台公園は、多種多様なイベントが数多く開催され、年間 270 日程度も使用されている市民広場、保存

樹林であるヒマラヤシーダに囲まれた勾当台通東側のいこいの広場等、賑わいや憩いの場として多くの市民

に親しまれている。 

当該公園の再整備後 30 年以上が経過し、施設に老朽化が見られる他、市役所本庁舎の建て替えに伴う新本

庁舎低層部・本庁舎敷地内広場・市民広場の一体的活用に向けた連携等を背景とし、本市中心部の更なる賑

わいづくりや公園の価値向上等を目的に、勾当台公園全体の再整備基本構想を検討するものである。 

② 勾当台公園の概要 

勾当台公園の概要を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 構想策定に向けたフロー（懇話会の進め方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 関連施策との位置づけ（R3.6） 

勾当台公園再整備に関連する施策が、下記のとおり進行している。 

 

 

 

 

⑤ 関連事業・計画との工程・スケジュール 

勾当台公園の再整備や関連事業等の検討スケジュール等は以下のとおりである。

名 称 勾当台公園 

所在地 仙台市青葉区本町三丁目９－２外 

公 園 
種 別 近隣公園 

規 模 26,887 ㎡ 

設置年 昭和 31 年 4 月 1 日 

改修年 
平成元年度 
(平成元年 8 月 31 日全面改修) 

【関連事業・計画】 【策定フロー】 【主な論点】

・懇話会の目的・進め方
・勾当台公園の再整備に向けた
視点について

勾当台・定
禅寺通エリ
アビジョン

本庁舎
建替え設計

・再整備構想の方針
・空間・施設整備の方向性

・基本構想中間素案の確認
・基本構想図（素案）

令和3年5月頃

第1回勾当台公園再整備検討
懇話会 2021.3.26

第2回勾当台公園再整備検討
懇話会 2021.7.30

第3回勾当台公園再整備検討
懇話会 2021.9

第4回勾当台公園再整備検討
懇話会 2021.10

＜基本構想策定＞

＜基本計画検討へ＞

（懇話会の継続）

・基本構想最終素案の確認
令和5年度

■エリア別面積 
【にぎわい広場(市民広場)】 

約 8,000m2 

【いこいの広場】 
約 15,000m2 

【歴史の広場】 
約 4,500m2 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

（2020） （2021） （2022） （2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028） （2029） （2030）

設計

工事

低層部

せんだい都心再構築

プロジェクト

関

連

事

業

等

勾当台公園

再整備

勾当台・定禅寺通

エリアビジョン

本庁舎

建替え

定禅寺通活性化

基本構想 基本計画 設計 いこいの広場
市民広場

歴史の広場再整備

定禅寺通活性化のための検討・取組み

計画 設計

改修工事 先行解体 一期工事 外構 解体 二期 外構

供用開始

策定

活性化のための検討 活性化のための取組み等

★基本構想策定
社会実験

★

再整備

第１回懇話会の振り返りと報告        

 
・勾当台公園の将来像と 

目指す姿について 

・公園機能と空間整備の 

方針について 

本庁舎 

建替設計 

（１）懇話会の目的・進め方について（再掲・一部修正）       





（２）第 1 回懇話会におけるご意見の概要について 

議事 主な意見（要旨） 

(1)懇話会の目的・進め方

について 

１ 再整備の工程 

○ 再整備の工程として、市役所のオープン時に市民広場も一緒にオープンになってよいと 

思う。（姥浦委員） 

 

２ 関連事業との連携・情報共有 

○ エリアビジョンや庁舎建替えの協議、連携を、どういう体制で実施していくのか。プラッ

トホームは？（福岡委員・渡部委員） 

○ 懇話会では、市庁舎のスペースの議論はしないのか？（髙山委員） 

 

○ 庁舎の検討事項をこの会議の報告事項として共有し、お互いにオフィシャルに議論する。

いろいろな事業と絡めて相乗効果を出していくという組み立てが大事。（福岡委員） 

(2)勾当台公園の現状と

整備に向けた視点に

ついて 

１ 再整備検討の方法・方向性 

○ 公園の再整備の度合いについて、どういう想定としているのか。（渡部委員） 

○ 再整備の計画では残すものを大事にしたいということに対する評価が必要である。 

（福岡委員） 

○ スケールとしては公園と、街区単位の 2 段階でみたほうが良い。（福岡委員） 

 

○ 市庁舎と公園の間を分断している表小路や勾当台通との一体性が重要。歩道のリニューア

ル、四辺の周辺の街路とか道路の取り付きは継続的に検討したほうが良い。ウォーカブル

も、ここにうまく持ち込んでやっていくほうが良い。（姥浦委員・福岡委員） 

○ 第一生命ビル等について、間接的に建替え時、要求を出すようなものが必要。（姥浦委員） 

２ 公園利用シーンとターゲットの設定 

○ イベントがそれぞれどこのエリアで行われているか調査されているか。（岩間委員） 

○ 現状の勾当台公園の利用者はどんな方が多くて、どこが弱いのか。利用者像は？ 

（庄子委員） 

 

○ にぎわい広場は、イベントがないときに利用率が低い。何もないときに利用する仕組みが

必要。（庄子委員） 

○ 市民の方が足を運ぶ目的が必要。どんな公園を求めているのかを調査し、今の公園の在り

方を考えていく必要がある。（髙山委員） 

３ 3 つの広場の機能分担と方向性 

○ 勾当台公園は 3 つのエリア毎に機能を分けるのか、公園全体として市民に利用してもらう

ような方向性なのか。（庄子委員） 

 

○ いこいの広場～歴史の広場と、にぎわいの広場と定禅寺通り側の役割を切分け、情報発信

は全体で目指す棲み分けがある。（岩間委員）  

４ 公園再整備の視点 

○ いこいの広場の下段はいろんな可能性がある。高低差を解消している立派な石組みを活か

すのかによって位置づけは変わる。空間をいくつかに分けて構成してエリアを考えていく、

公園の内外からの視点場を決めて検討することがよい。（福岡委員） 

○ 記念碑、地下鉄の出入口、売店、トイレ等施設がいっぱいある。石垣等は重厚で重々しい。

地下鉄、バスから降りたとき、公園の雰囲気を感じられるような施設のリニューアルの検

討が必要。（福岡委員） 

○ 公園としては非常に立派で、石垣、植栽の樹木も含め重厚で、ポジティブにもネガティブ

にも感じる。日影が強く、暗く、見通しを悪くしている印象で、歩きたくなくなる、全体

の一体性がなくなる、公園の広がりを感じさせにくくさせている。全体を勾当台通とつな

ぐことも含めて、見通しについて考える必要がある。また開放していくような方向性なの

ではないか。（渡部委員） 

 

○ オフィス内にあって、みんなが私の公園だと思っていない、気に入っていつも来るという

感じにはなっていないという印象がありもったいない。市民みんなで使っている場所にす

ると、それはどういうデザインなのか、それが課題の主題になる。（本江委員） 

○ 重厚な作りで、木も茂りすぎていて、小さい単位のスペースに分かれ、集まって何かする

ことをしにくくしている。もっとメリハリのある広いぺイブにして、都市的で市民のため

の活動の場所になる、広い意味での役割分担を考えた広場にしてもいい。（本江委員） 

５ マネジメント関連 

○ 今後マネジメントの主体が変わる可能性、お金を稼ぐという、空間とマネジメントの一体

性を考えていく必要がある。（姥浦委員） 

○ コストをかけずにいい環境を作り出すというメンテナンスのコストを考えていくことは重

要。（姥浦委員） 

 

○ ブランディングが大事。公園のデザインを統一するなど、ブランドみたいなもので一体感

を示す。（庄子委員） 

○ 勾当台公園を市民にもっと認識いただいて、活用いただけるようなエリアすることが必要。

（髙山委員） 
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勾当台公園の現状特性 

 外部景観（外周からの見え方） 内部景観（公園内の空間特性、各種施設の配置、デザイン） 
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（写真位置図） 
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壁泉は自然石積で重厚感がある。現在
流水していない。 

成長した植栽は豊かな緑の公園イメ
ージを形成している。 

広場上段からの俯瞰景。都心景観にみ
どりを感じる優れた視点場である。 

広場下段は、円形の芝生・花壇が設置
されている。 

ステージ・観客席と喫煙スペースは利
用者が多いが老朽化が進んでいる。 

通路中央に歴史を感じる巨木が点在
している。 

バス停沿いは歩行者通行量が多い。植
栽桝が通行帯を分断している。 

古図広場は貴重なオープンスペース
であるが、利用者は少ない。 

隣接するオフィスビルや換気塔、地下
駐車場入口上屋などの景観。 

市民広場は都心内の貴重なオープン
スペースとなっている。 

定禅寺通・勾当台通の交差点のヒマラヤシ
ーダが、地域のランドマークとなっている。

④ 

④ 

④ 

⑦ 

⑤ ③ ② 

③ ① ⑤ 

③ ② 

⑧ ⑥ ② 

⑤ ① 

① 

カフェ前広場は、オブジェと円形外周樹
林の下は休憩空間に利用されている。 

つなぎ横丁から市役所を正面に望む。
公園の入口としての機能を有する。 

定禅寺通から公園を望む。成長した樹
木、石積の植栽桝で重厚感がある。 

勾当台通のバス停とベンチ。石積の植
栽桝は公園の見通しを遮断している。

県庁側の植栽と水路。水路は現在流水
されていない。 

広場下段の広場は噴水により、空間が
分断されている。 

いこいの広場に設置されている灰皿
が設置され、喫煙者が多く見られる。 
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（３）現地調査概要について 

 ①調査概要・結果概要 

【結果概要】 

 勾当台公園は、官庁・業務オフィスや商業施設等が隣接していること

から、主に働く方々、買い物等の来訪者が利用する都心の公園である。 

●日常利用者の特性と利用特性 

 ・近隣オフィスに勤務する人々の通勤経路、息抜きの場 

 ・近隣に住まいの住民が身近に利用する公園 

 ・買い物、まち歩きに立ち寄るまちなかの広場 

（・錦町公園は子供の遊び場としての利用が多い） 

●利用者の満足度・要望 

・満足度は高い。（回答者の半数は改善点なしと解答） 

 

 

②調査結果 

 １）利用者特性 

 ●勾当台公園の利用者の状況（広場別） 

 

 

 

平日はいこいの広場の利用の割合が高い。 

 ●勾当台公園の利用者層の状況（平日・休日別） 

 

 

 

 

 

平日・休日とも、勾当台公園は成人の利用者が大部分を占める。 

小学生・中高生の利用はほとんどない。 

 ●錦町公園の利用者層の状況（平日・休日別） 

 

 

 

 

錦町公園は成人の利用が過半数を超える一方、平日・休日とも、幼児・

小学生・中高生が一定の割合で利用している。 

 ●勾当台公園利用者の居住地・利用頻度 

 

 

 

 

利用者のほとんどが仙台市内に居住し、青葉区はおよそ半分である。 

週 1 回以上訪れる人はおよそ半分である。 

  

 

 

 

●にぎわいの広場は休息。いこいの広場は喫煙。歴史の広場はバス待ち。 

錦町公園は運動・遊びの利用が特徴として挙げられる。いこいの広場の

平日に比べ休日の喫煙者は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期間 
2021 年 5 月 14 日（金）・15 日（土）7：00～19：00 

（※新型コロナウィルス感染症 宮城県・仙台市緊急事態宣言発令期間中） 

調査対象者 勾当台公園、錦町公園を利用または通行した人 

調査方法 
調査員の目視による利用者・通行者のカウント調査 

インタビュー形式による利用者へのアンケート調査 

調査内容 

・利用者実態調査  ※各時間帯 20 分間で実施 

・通行量調査    ※各時間帯 20 分間で実施 

・アンケート調査  ※勾当台公園でのみ実施 
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図 1 調査対象範囲 

〈平日〉 〈休日〉 

〈平日〉 〈休日〉 

〈平日〉 〈休日〉 

・その他の特徴的な内容 

にぎわいの広場：Route 227'sCaféの利用が多い（平日 32 人、休日 57 人）。

歴史の広場：古図広場の利用（平日 7 人、休日 11 人）。 

また、休日はバス停利用者が多い（119 人）。 
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２）利用形態・利用パターン 
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錦町公園 



 

３）園内通行者主要動線と通行者数割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

にぎわいの広場、歴史の広場は通行する人が多くみられた。 

（参考）園内通行者数の推移(平日) 

 

 

 

 

 

 

（参考）園内通行者数の推移(休日) 

 

 

 

 

４）意識調査・利用ニーズ 

〇新たにほしい施設 

勾当台公園にほしい施設に、ベンチやカフェなど休憩・便益施設が
挙げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇今ある施設の改善点 

勾当台公園の改善点は、「トイレ関連」、「衛生面」、「休憩スペース・ 
ベンチ」、「その他」、「特になし・満足」の 5つの尺度で整理した。 

「特になし・満足」と回答した人が多く、現状の施設に満足する傾向 
が見られた。 

 

 

 

 

 

 

５）インタビューによる意見 
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（４）イベント時の利用状況について 

 

●仙台青葉まつり 

開催時期：5月第 3 週土日 来場者数：約 90 万人 

 

 

 

●仙台七夕まつり 

開催時期：8月 6～8 日 来場者数：約 20 万人 

 

   

 

    

 

開催時期：9月第 2 週土日 来場者数：約 3 千人 

 

●みちのく YOSAKOI まつり 

 

   

●主要イベント一覧（平成 30 年度） 

○イベント時の勾当台公園の利用は、主に「にぎわいの広場（市民広場）」と「いこいの広場」との組み合わせが多い。五大まつりでは「定禅寺通」、「つなぎ

横丁」も使用エリアとして一体的に利用されている。 

○「にぎわいの広場（市民広場）」はまとまった空間を自由に活用されているが、「いこいの広場（下段）」は円形の芝生（花壇）により空間が分断されている。 

開催時期：10 月初旬 来場者数：約 20 万人 

●定禅寺ストリートジャズフェスティバル 

資料１ 

●SENDAI 光のページェント 

開催時期：12 月半ば～12 月末 来場者数：約 235 万人 
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開催月 利用日数※1 来場者数※2 使用エリア 主催者

仙台・青葉まつり 5月 6日（3日） 約90万人 市民広場・いこいの広場・つなぎ横丁・定禅寺通 仙台・青葉まつり協賛会

仙台七夕まつり 8月 6.5日（2日） 約20万人
市民広場・本庁舎・つなぎ横丁・いこいの広場・定禅寺通・

表小路線
仙台商工会議所

定禅寺ストリートジャズフェスティバル 9月 6.5日（2日） 約3千人(ステージ) 市民広場・いこいの広場・つなぎ横丁・定禅寺通 定禅寺ストリートジャズフェスティバル協会

みちのくYOSAKOIまつり 10月 6日（2日） 約20万人 市民広場・いこいの広場・定禅寺通 みちのくYOSAKOIまつり実行委員会

SENDAI光のページェント 12月 39日（18日） 約235万人 市民広場・いこいの広場・定禅寺通 SENDAI光のページェント実行委員会

仙台国際ハーフマラソン大会 5月 4日（2日） 約1万7千人 市民広場 文化観光局スポーツ振興課

とっておきの音楽祭 6月 4日（1日） 約25万人 市民広場・いこいの広場 とっておきの音楽祭実行委員会

TBC夏まつり 7月 5日（2日） 約11万6千人 市民広場・いこいの広場 東北放送

24時間テレビ - 5日（2日） 約2万人 市民広場 宮城テレビ放送

Sendai Winter Park スターライトリンク 12月 30日（19日）
約1万4千人

(スケートリンク来場者)
市民広場 仙台放送

宮城げんき市　ほや祭り 5月 2日（1日） 約1万人 ステージから東二番丁通までのスペース 電通東日本

三陸オイスターフェスティバル 3月/4月 3日（2日） 約3万人 ステージから東二番丁通までのスペース ジー・アイ・ピー

東北絆まつり 6月 9日（2日） 約1万7千人 市民広場・つなぎ横丁・定禅寺通・表小路線 文化観光局東北連携推進室

ウェルフェア

ふれあい製品フェア
ウェルフェア：9月

ふれあい製品フェア：10月

ウェルフェア：2日（1日）

ふれあい製品フェア：1日（1日）

ウェルフェア：約1万人

ふれあい製品フェア：約2百人

ウェルフェア：市民広場・いこいの広場

ふれあい製品フェア：市民広場
健康福祉局障害企画課

シニアいきいきまつり 9月 2日（1日） 約1万人 市民広場 健康福祉局高齢企画課

青葉区民まつり 11月 2日（1日） 約6万人 市民広場・いこいの広場・本庁舎・表小路・つなぎ横丁 青葉区まちづくり推進課

仙台市PTAフェスティバル 11月 3日（1日） 約3万人 市民広場 教育局生涯学習課

消防出初式 1月 4日（0.5日）
来場者カウント未実施

（出席者は1,100人）
市民広場・本庁舎・表小路線 消防局総務課

※1　利用日数：〇日設営含む日数（イベント日数）　　　　※2　来場者数：公園単体の来場者数はカウントしていない

イベント名
イベントの概要
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